
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「75 万人を救った用水路〜医師・中村哲 希

望のアフガニスタン〜」として、放送されまし

た。医療の枠を超え、素人から灌漑（かんがい）

用水路の建設に挑み、荒れ果てた大地を緑の大

地へと変えた奇跡のプロジェクトを描いてい

ます。 

戦乱と大干ばつに苦しむアフガニスタンで、 

 

中村医師は「100 の診療所より 1 本の用水路

が必要だ」と決断しました。日本の江戸時代に

用いられた「筑紫（つくし）平野の堰（せき）」

の工法などを参考にして、現地の人々と共に全

長25キロメートルにも及ぶ用水路を建設しま

した。この用水路の完成により、75 万人もの

人々の命が救われたとされています。 

 

憲法 9条は「世界の範たる理想」 
中村哲さんは、日本国憲法 9 条を「世界の範

たる理想」として高く評価し、強硬に支持して

いました。彼は武力や軍事介入による治安回復

を批判し、武器や兵器ではなく、医療や農業用

水路の建設といった「非暴力の平和的アプロー

チ」こそが最も強力な国際貢献であると実践・

主張し続けました。 

中村さんが憲法 9 条について語った主な信

念と活動理念は以下の通りです： 

· 最大の安全保障と信頼の証: アフガニス 

 

タンのような紛争地帯において、憲法 9 条を堅

持する「平和国家・日本」のイメージは、軍事

力以上に現地の信頼を勝ち取る大きな力にな

っていたと述べています。軍隊を持たず平和的

な民生支援に徹していること自体が、最大の安

全保障であると考えました。 

「憲法を変えるな、実行せよ」: 憲法 9 条を

改正して軍事的な国際貢献を行うべきだとい

う議論に対し、「戦争をしなかったということ

こそが大きな貢献である」と反論していました。 

(『中村哲という希望 －日本国憲法を実行した男』より) 

 

「非暴力の平和的アプローチ」こそが 

最も強力な国際貢献 
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